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　上皮組織は、外界と生体内を分け隔てる障壁として非常に重要である。生
体内外の間の物質移動を制限するため、上皮細胞は細胞間に堅固な接着構造
であるbarrier junctionを形成する。barrier junction としての機能は、脊椎動物
では tight junction、無脊椎動物では septate junction が担っていることが知
られており、これまでにその構造や構成タンパク質が広く研究されている。
しかしながら、生体内においてどのようにその形成が制御されているかは、
いまだ大きな謎のままである。
　本研究では、胚発生における barrier junction の動的制御を解析するため、
septate junction の構成タンパク質の動態観察をおこなっている。その結果、
septate junction の構成タンパク質は、他の接着タンパク質に比べ非常に細胞
膜上で安定であること、その安定性は胚発生の時期により大きく変化するこ
とを明らかにした。また、septate junction を構成するための核となるタンパ
ク質の複合体と、それを制御する因子の存在を明らかとした。これらの結果
をもとに、どのようにして胚発生において barrier junction が組み立てられて
いくかを解説する。
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